
愛知工業大学研究報告

第 28号 B 平成 5年

ノート

学生相談室報告(1 6 ) 

Report From the Counseling Room(No， 16) 

綴 瀬

K 0 h e i 

康

KOKETSU 

兵

“Technostress"by Craig Brod is briefly mentioned in this note. 

今回は、数年来 、話題になっているテク

ノストレスについて概略的に記して見たい。

このテクノストレスと言う用語を創作した

のは、アメリカの 臨 床 心 理 学 者 ク レ イ グ ・

ブロードであるが (1)、彼が提唱したこの概

念もコンビュータ関連のストレスによる健

康障害のすべてを包括 して いる わけ では な

い。が、今回、 このテクノストレスと言う

概念は重要なものになっている。

尚、このノートの作成に当たり、クレイ

グ・ブ ロ ー ド の 「テクノストレス Jを 底 本

にし 7こ。

1 ・テクノストレス(テクノ依存症)

クレイグ・ブロ ード によ ると 、テ クノ

ストレスには『テク ノ依存症』と『テクノ

不 安症』の二つがあるとしている。(2 ) 

先ず、ブロードによるテクノ依存症から

考えてみよう。彼によると、テクノ依存症

患者の症状として、 次の 様な もの を挙 げて

いる。(3 ) 

1 . 仕事の効率を高めようと絶えず自

分を駆り立てる。

2. コ ン ビ ュータに倣った行動形態を

目指す。

3. 外界との関 係 は 、 決 し て 安 全 の 範

囲を出ない。

4. 反復脅迫に駆られた神経症患者の

様 lこ、閉 鎖 的 に な り 、 機 械 に 同 一

化した現在をどこまでも繰り返す。

5. テクノ不安症患者は、時間の加
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速を強く意識するが、テクノ依

存症患者は、時間そのものの意

識がなくなる。

6. 常に完全を求め、思考は逐次的で、

すべてが論理で割り切れなくては

気がすまない。

7. コミュニケーションは能率的でな

ければならない。

8. 人間関係や人間的な喜びを求める

よりも、コンビュータ・システム

を征服したいという欲求の方が強

し、。

9. 自分の危機的状況を全く意識して

いない。

以上であるが、 ブロードに言わせると

「テクノ依存症患者は、自分が別人になっ

てしまったことに気付いていない。」と言

われる。 (4) 

尚、 4. の反復脅迫は強迫神経症の確認強

迫と考えられるかもしれない。が、ブロー

ドに従えば、 「強迫神経症症患者は客観的

であり、自己批判的である。罪悪感、自己

懐疑、煩悩 lこ悩むことが多く、内的葛藤は

絶えることがない。 Jそれくらべて、 「テ

クノ依存症患者は自己批判的ではない。罪

悪感、自己懐疑、煩悩に悩むことが無く、

内的葛藤が見られない。 J (ち〉と述べている。

次 に 、 強 迫 神 経 症 患 者 と テ ク ノ 依 存 症 患

者の共通点を挙げてみる。(6 ) 

1 . 一般の常識として定められた枠内

で時間や仕事を処理出来ない。

2. 細かい事にこだわり、秩序の乱れ
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や未解決事項が我慢できない。

3. 集中力は並 は ず れ て い る が 、 自 分

の権威が失墜する事をおそれる。

4. 仕事を離れ た日 常生 活の 体験 を評

価し、自ら楽しむことができない。

但 し 、 強迫神経症患者は思いやり

のある温厚な人物の場合もある。

以上、強迫神経症とテクノ依存症につい

て素描したが、人間行 動と して 両者 の基 本

的な相違点を述べるとすれば、次の様にな

るであろう。

強迫神経症患者は幼児期の体験や人間関

係によって形成されて おり 、人 格が 行動 を

規定するが、テクノ依存症患者は、症状が

性格に深く根ざした神経症とは異なり、仕

事を離れればまたもとの性格に戻る。つま

り、行動が人格を決定している。(1 )従って、

テクノ依存症を分かりやすく、敢えて、他

の言葉で表現し様と する なら 、多 分、 それ

は「アルコール依存症に似たコンビュータ

中毒」あるいは T薬物依存症に似たコンビ

ュータ中毒」と言う事になるであろう。(8 ) 

2 ・テクノストレス(テクノ不安症)

テクノ不安症について、ブロードはそ

れほど多くの事柄を語ってはいない。 これ

は筆者の想像であるが、 テ ク ノ 依 存 症 と は

違って、テクノ不安症それ自身は人間の日

常生活までも劇的 に変 える 程、 強烈 なも の

ではないと言う事であろう。確かに、テク

ノ不安症が多くの人を様々な疾患におとし

め ている事は事実であるがは〉、簡単に言え

ば、テクノ不安症は明確にコンビュータ lこ

不適応な人 lこ当てはまる用語と言えるであ

ろう。元々、 コンビ ュ ー タ と 相 性 の 悪 い 人

がなる病態だと思われる。従って、不向き

な人はコンビュータの仕事に付かない方が

いいと言える。

以 下にテクノ不安症に陥り易い人の傾向

を思い付くままに挙げてみよう。

1 . 高齢の人。

2. コ ン ビ ュータに対し、悪しき先入

観を持つ入。

3. 過度に依存的な人。

4. コンピュータと相性の悪い人。

5. 進取の気性に乏しい人。

6. 情緒不安定で気分屋の入。(物事

を正確に処理出来ない人)

が、問題は此処で述べている様に簡単で

はない。それはテクノ依存症とテクノ不安

症が同一人物の中で共存している場合であ

る。(一見した所、ブロードはこのケース

を多く扱っている様に恩われる。)何れに

せよ、テクノ依存症、或いはテクノ不安症

が病的症状を呈し始めてから事に当たるの

ではなく、事前に処理出来る事を理想とす

るならば、一体、我々に出来る事は何であ

ろうか?

3. 結び

このノートでは、テクノストレスにつ

いて、ただ、表面的に扱ったにすぎない。

別の機会に稿を新たにしたいと考えている。

このノートを結ぶ lこ当たり、クレイグ

ブロードの言葉を引用しておこう。

「入閣の幸福にとって、愛ほど大切な

感情はない。一一一一一愛が栄えるために

は、そして、われわれが人間として栄える

ためには、自己と他者の感性に対して心を

ひらかなければならない。一言でいえば、

われわれは自分に正直であるべきなのだ。」
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付記: 過 去 1年聞に 学 生 相 談 室 で 取 り 扱 っ

た件数を相談内容別に集計した下表を参照

して頂きたい。

相談内容別取扱件数

(平成 4年 1月2日~平成 5年 3月 18日)

相談内容 件 数 % 

1 .学業全般 3 9 3 6 

2. 学生生活 3 0 2 6 

3. 対人関係 1 4 1 2 

4. 精神衛生 2 0 1 7 

5. 進路問題 8 7 

6. 健康問題 5 4 

7. 言十 1 1 6 100  

一
(受理 平成 5年 3月 1 9白)
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